
 

氏 名 服部 智久 (Tomohisa Hattori) 

所 属 薬学部薬学科 

職 種 教授 

生年月日 1963年 12月 30日 

[履 歴] 

 [学 歴] 

  1986年 3月 名城大学薬学部薬学科卒業 

  1991年 3月 名城大学大学院薬学研究科博士課程後期修了 

 [学 位] 

  1991年 9月 博士（薬学） 名城大学 

 [職 歴] 

  1991年 4月～㈱ツムラ薬理研究所研究員 

2005年 4月 ㈱ツムラ中央研究所 育薬 2グループ長就任 

  2014年 4月 株ツムラ 製品戦略本部 生体機能研究部部長 

  2014年 4月 北海道大学薬学部臨床教授（現在に至る） 

  2017年 4月 ㈱ツムラ国際開発部部長就任（2024年 3月迄） 

  2023年 4月 青森大学薬学部教授就任（現在に至る） 

  2024年 4月 ㈱ツムラ研究開発部門顧問就任（現在に至る） 

 [受 賞] 

  1999年 4月 ㈱ツムラ研究開発本部内表彰（銀賞）表題：5/6 腎摘モデルを用いた 

TJ-8117 の生薬配合量に関する検討 

1999年 4月 ㈱ツムラ研究開発本部内表彰（銅賞）表題：DNA チップを用いた 

TJN-598 の作用メカニズムの解析 

2006年 4月 ㈱ツムラ全社表彰（優良賞）表題：六君子湯のグレリン分泌促進 

作用（責任者） 

2007 年 4 月 ㈱ツムラ研究開発本部内表彰（奨励賞）表題：アメリカ消化器病学

会への 8演題エントリー（責任者） 

2013 年 4 月 ツムラ 120 周年記念ツムラ大賞受賞：漢方薬の育薬研究推進（責任

者） 

2015 年 4 月  ツムラ全社表彰 社長賞 「六君子湯の研究 Molecular Psychiatry

掲載」（責任者） 

2015 年 5 月 米国紹介病週間（シカゴ マコーミックプレイス開催） Poster of 

distinction 受賞（演者）同賞はその他同賞 3回受賞 

2016年 3月 第１９回日本消化管学会（大阪開催）Excellent poster award受賞 

（演者） 



  2023年 4月 ツムラ全社表彰 TU-100米国臨床試験の推進～グローバル医薬品開発

体制（主に安全性情報収集の側面）の強化～ 

  

[所属学会] 

  現在なし 

[教育活動] 

 [担当科目] 

  薬物治療学 I, IV、生薬学、4年生特論、６年生特論、薬理学実習、 

天然物化学実習 

北海道大学薬学部：東洋医学Ⅰ 

武蔵野大学薬学部：漢方治療学 

薬学ゼミナール 生涯学習 漢方薬 

[修士・博士研究指導] 

  1995年度 1名 

  2001年度 1名 

  2004年度 1名 

  2006年度 2名 

  2011年度 2名 

  2013年度  1名 

2014年度  2名 

2015年度  1名 

2016年度 1名 

2023年度 1名 

[卒業研究指導] 

2024年度 1名 

2025年度 2名 

 [ゼミ指導] 

  2025年度 6年生１名、5年生 2名、4年生 2名 

   

  [教育指導に関する特記事項] 

 1. 腎疾患と漢方方剤の最新情報を盛り込んだ学生への講義 

 2. 臨床専攻科学生における腎炎治療薬の力価を評価する実習の実践 

3. 卒業研究の研究指導 

4.  北海道大学大学院博士号取得研究に関する指導 

 

[研究活動] 



 [研究テーマ] 

 （１）消化管ホルモンと食欲不振に関する研究 

 （２）糸球体腎炎の発症メカニズムと治療薬に関する研究 

 （３）漢方薬ならびに植物成分の薬理作用に関する研究 

（４）青森市内における薬用ニンジンの栽培研究 

 

[著書、論文、総説] 

    【主な著書または学術論文】 

著書 

1. 最新の漢方薬理 漢方薬の科学的な検証と展望 1989 年 5 月 Excerpta Medica 社 

2. 腎と透析 別冊 腎・尿路疾患と和漢薬 1989 年 9 月 東京医学社 

3. 代謝 29 臨時増刊号 漢方薬 その医薬学的研究の最先端  1992 年 5 月 株式会社 協和企画 

4. 腎と透析 特集 腎・泌尿器領域の漢方療法の動向 1999 年 9 月 中山書店 

5. 腎とフリーラジカル 2002 年 9 月 東京医学社 

6. A new strategy using rikkunshito (Liu-Jun-Tang) a Japanese traditional medicine, to treat  

gastrointestinal disease. Basics of evidence-based herbal medicine 2010 年 3 月 

ISBN:978-81-308-0408-8 (Editors: Hiroyasu Satoh) 

7. Rikkunshito, an endogenous signal enhancer of ghrelin, improves gastrointestinal dysfunction.  

2012 年 4 月 Nova Science Publisher 

8. Changes in appetite-associated hormone and feeding behavior in advanced age: suggestions  

from basic research. 2013 年 5 月 Nova Science Publisher 

9. Cisplatin-induced anorexia and ghrelin. 2013 年 7 月 Vitam Horm. 92 “Anorexia” 

10. 抑肝散の活性成分 18β-グリチルレチン酸とガイソシジンメチルエーテルのラット脳内分 

布. 2015 年 3 月 脳 21, 18(4) 
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Inflammation (ロサンゼルス, UCLA) 2013 年 8 月 

２０）服部智久、山田ちひろ、名畑美和、三枝弥生、武田宏司：  

加齢マウスの心理的ストレスによる摂食低下はセロトニン 2c 受容体の活性化によって引き起こされる。第

18 回日本神経消化器病学会（札幌）2014 年 9 月 

２１）Tomohisa Hattori, Chihiro Yamada, Miwa Nahata, Hiroshi Takeda: 

Psychological stress in aged female mice causes acute hypophagia independent of central 5-HT2cR 

activation. 第五回アジア神経消化器病学会 

(大阪) 2015 年 3 月 

２２）服部智久、山田ちひろ、菅野仁美、下堀知香、最上幸子、西明紀： 

末梢 PYY の増加は水浸マウスにおいてドパミン D2 受容体を介してアパシー様症状を誘発する。第 90 回

日本薬理学会年会（長崎）2017 年 3 月 

２３）原田由美、服部智久、屋嘉比康治： 

ストレスホルモン誘発摂食低下は末梢のα2-アドレナリン受容体を介するグレリン分泌抑制が関与する。

第 17 回日本神経消化器病学会（沖縄）2015 年 11 月 

２４）山田ちひろ、服部智久、武田宏司： 

Psychological stress in aged female mice causes acute hypophagia independent of central 5-HT2cR 

activation. 第 19 回日本消化管学会（大阪）2016 年 3 月 

２５）服部智久、武田宏司： 

性差、高齢化社会を背景とした漢方薬の消化器疾患に関する基礎研究～六君子湯、人参養栄湯、麻子仁丸

の可能。第 45 回日本潰瘍学会 シンポジウム（京都）2017 年 11 月 

２６）服部智久、山田ちひろ、武田宏司： 

アシルグレリンの反応性に関する性差の検討。第 45 回日本潰瘍学会（東京）2021 年２月 

２７）前田耕太郎、佐々木俊信、服部智久： 

大建中湯及びその成分のイヌ内肛門括約筋に対する作用。第 79 回日本大腸肛門病学会、パシフィコ横浜 

2024 年 11 月 

２８）服部智久：漢方薬はなぜ効くのか～六君子湯と大建中湯の研究からひも解く。オンライン漢方セミ

ナー （東京）2025 年 1 月 

 

[その他の活動] 

[公開講座、講演、セミナー] 

① 第 39回日本腎臓学会総会 演題：5/6腎摘慢性腎不全モデルにおける糸球体細胞増殖因子とアポトー

シス細胞の変化《ワークショップ講演》1996年 5月 30日 

② 第 12回腎とフリーラジカル研究会 題：抗酸化剤は腎疾患治療薬になりうるか《シンポジウム講演》 

2000年 6月 30日 

③ 獣医漢方研究会 演題：柴苓湯の薬理作用、特に腎に対する作用《シンポジウム講師》2001 年 6 月 3

日 

④ 社内講師 

演題：腎炎のモデルとその評価法、治療薬開発戦略について 



第一回：腎炎の種類と成り立ち 

第二回：腎炎モデルの発症メカニズムと治療戦略 

第三回：糖尿病腎症の発症メカニズムと治療戦略 2002年 4月～2002年 8月 

⑤ 社内研究員研修 

演題：薬理研究におけるデータの信頼性保障について 2004年 3月 15日 

⑥ 社内 R&D新社員研修会 2006年 12月 18日 

⑦ 演題：非臨床開発研究と新薬探索研究 2003年 5月～2005年 3月 

⑧ 第 12回島根中医学会 漢方薬の臨床薬理セミナー講師 2007年 5月 13日 

⑨ 熊本漢方セミナー講師 2007年 10月 12日 

⑩ ツムラ EBM漢方学術講演 2008年 2月 15日 

⑪ 長崎小児科漢方研究会講師 2008年 4月 23日 

⑬ 第二回定例漢方勉強会講師 2008年 9月 11日 

⑭ やさしく学べる漢方セミナー講師 2009年 1月 23日 

⑮ 消化管と六君子湯 FORUM講師 2009年 2月 26日 

⑯ 臨床に役立つ KAMPOセミナー講師 2009年 2月 27日 

⑰ FUKUI漢方 EBM研究会講師 2009年 3月 13日 

⑱ 敦賀医師会学術講演会講師 2009年 4月 17日 

⑲ 第 14回中医学会講師 2009年 5月 10日 

⑳ 回東海耳鼻咽喉科漢方研究会講師 2010年 2月 21日 

㉑ Prokinetics Kampo Seminar 六君子湯のさらなる可能性 講師 2010年 11月 12日 

㉒ 2011年神奈川県・ツムラ漢方調剤フォーラム講師 2011年 2月 19日 

㉓ 長崎 体と心の漢方研究会講師 2012年 1月 12日 

㉔ 第 37回茨城県東洋医学研究会学術講演会講師 2012年 6月 16日 

㉕ 浜松 Kampo消化管セミナー7講師 2012年 9月 22日 

㉖ いわき明星大学薬学部第 11回生涯学習研修会講師 2012年 9月 26日 

㉗ 筑波実験動物研究会講師 2013年 6月 7日 

㉘ 日本大学薬学部生涯教育講座講師 2013年 6月 11日 

㉙ 北野病院 薬カンファレンス講師 2014年 1月 8日 

㉚ 漢方新春勉強会講師 2014年 1月 9日 

㉛ 沖縄科学技術大学講師 2015年 11月 11日 

 

 

 

[学内各種委員] 

イベント委員長、薬草園園長、学生委員会、CBT試験運営委員、SDGs研究センター員 


